
英語コミュニケーション学科　2026年度入学生適用カリキュラム・マップ
（◎＝DP達成のために、特に重要な事項、○＝DP達成のために、重要な事項、△＝DP達成のために、望ましい事項）

科
　
目
　
群

授業科目の名称

単位数
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

DP1：自己と他者を尊重する心をもって、積
極的に相互理解を図り、平和を創造するため
に共に歩むことができること

DP2：高度な英語運用能力
とコミュニケーション能力
を身につけていること

DP3：幅広い教養に育まれた論理的思
考と批判的精神を駆使し、グローバル
化する社会の課題に向き合えること

DP4：地域社会と国際社会の課題を深
く理解し、その一員として主体的に
行動・貢献できること

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

自己受容 共感力
多文化・異文化に関す
る知識の理解、チーム
ワーク・リーダーシップ

英語力 コ ミ ュ ニ ケ ー
ション・スキル

情報リテラシー、
論理的思考力

問題解決力・
生涯学習力、
倫理観

市民としての
社会的責任

主体性、働き
かけ力

統合的な学習経験
と創造的思考力

必
修

選
択

自分自身を大
切にし、あり
のままの自分
を受け入れる
ことができる
こと。

相手に対し自
分との違いを
認め、 その人
らしさを尊重
することがで
きること。

社会の多様性を受け入れ、
自己のアイデンティティ
を持ちながら、様々な背
景を持った人との違いを
乗り越え、ともに働き生き
ていくことができること。

仕事で貢献
し、社会で活
躍するのに十
分な英語力を
身につけてい
ること。

自分の意見を述べな
がらも周りの人と協
働し、信頼関係を築く
ことのできるコミュ
ニケーション力を身
につけていること。

感情に流されない
冷静な考えができ
ること。様々な情報
を取り込みながら
熟考し、自分なりの
判断ができること。

変化の激しい
現代社会の課
題を見極め、
解決に向けて
取り組むこと
ができること。

沖縄と世界のつ
ながりを理解し、
地域社会と地球
社会の抱える課
題をよく知って
いること。

自分の考え
をもって積
極的に社会
や周りの人
に関われる
こと。

これまでに獲得した知
識・技能・態度等を総
合的に活用し、自らが
立てた新たな課題にそ
れらを適用し、その課
題を解決する能力

大
学
基
幹
科
目

キリスト教概論 2 CHR 100 ◎ 〇

聖書における人間 2 CHR 101 ◎ 〇

キリスト教平和学 2 CHR 200 ◎ 〇

共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

キリスト教芸術 2 GEC 200 ◎ 〇

体育一般 2 GEC 201 ◎ 〇

健康運動ヨガ 1 GEC 202 ◎ 〇

健康運動バスケ／バレー 1 GEC 203 ◎ 〇

琉球舞踊・音楽 1 GEC 204 ◎ 〇

空手 1 GEC 205 ◎ 〇

クリティカル・シンキング基礎 2 GEC 100 ◎ 〇

コトバと論理 2 GEC 206 ◎ 〇

言葉と思考 2 GEC 207 ◎ 〇

コンピュータ基礎演習 2 GEC 101 ◎ 〇

コンピュータ応用演習 2 GEC 102 ◎ 〇

メディア・リテラシー 2 GEC 103 〇 ◎

データサイエンス入門 2 GEC 104 ◎ 〇

数学入門 2 GEC 208 ◎ 〇

国際平和学 2 GEC 105 〇 ◎

はじめてのジェンダー論 2 GEC 106 ◎ 〇
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科
　
目
　
群

授業科目の名称

単位数
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

DP1：自己と他者を尊重する心をもって、積
極的に相互理解を図り、平和を創造するため
に共に歩むことができること

DP2：高度な英語運用能力
とコミュニケーション能力
を身につけていること

DP3：幅広い教養に育まれた論理的思
考と批判的精神を駆使し、グローバル
化する社会の課題に向き合えること

DP4：地域社会と国際社会の課題を深
く理解し、その一員として主体的に
行動・貢献できること

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

自己受容 共感力
多文化・異文化に関す
る知識の理解、チーム
ワーク・リーダーシップ

英語力 コ ミ ュ ニ ケ ー
ション・スキル

情報リテラシー、
論理的思考力

問題解決力・
生涯学習力、
倫理観

市民としての
社会的責任

主体性、働き
かけ力

統合的な学習経験
と創造的思考力

必
修

選
択

自分自身を大
切にし、あり
のままの自分
を受け入れる
ことができる
こと。

相手に対し自
分との違いを
認め、 その人
らしさを尊重
することがで
きること。

社会の多様性を受け入れ、
自己のアイデンティティ
を持ちながら、様々な背
景を持った人との違いを
乗り越え、ともに働き生き
ていくことができること。

仕事で貢献
し、社会で活
躍するのに十
分な英語力を
身につけてい
ること。

自分の意見を述べな
がらも周りの人と協
働し、信頼関係を築く
ことのできるコミュ
ニケーション力を身
につけていること。

感情に流されない
冷静な考えができ
ること。様々な情報
を取り込みながら
熟考し、自分なりの
判断ができること。

変化の激しい
現代社会の課
題を見極め、
解決に向けて
取り組むこと
ができること。

沖縄と世界のつ
ながりを理解し、
地域社会と地球
社会の抱える課
題をよく知って
いること。

自分の考え
をもって積
極的に社会
や周りの人
に関われる
こと。

これまでに獲得した知
識・技能・態度等を総
合的に活用し、自らが
立てた新たな課題にそ
れらを適用し、その課
題を解決する能力

共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

SDGs概論 2 GEC 107 〇 ◎

異文化理解 2 GEC 209 〇 ◎

人間学 2 GEC 108 ◎ 〇

はじめての手話 2 GEC 109 〇 ◎

日本国憲法 2 GEC 110 〇 ◎

琉球史入門 2 GEC 111 〇 ◎

教養教育としての経済知識 2 GEC 112 〇 ◎

教養教育としての経営知識 2 GEC 113 〇 ◎

PCスキルとビジネス・マナー 2 GEC 210 ◎ 〇

心理学 2 GEC 211 〇 ◎

中国語 Ⅰ 2 SLA 212 〇 〇

中国語 Ⅱ 2 SLA 213 〇 〇

韓国語 Ⅰ 2 SLA 214 〇 〇

韓国語 Ⅱ 2 SLA 215 〇 〇

スペイン語 Ⅰ 2 SLA 216 〇 〇

スペイン語 Ⅱ 2 SLA 217 〇 〇

学
科
総
合
科
目

フレッシュマン・セミナーⅠ 1 DGC 130 ◎ 〇 ◎

フレッシュマン・セミナーⅡ 1 DGC 131 〇 ◎

基礎ゼミナールⅠ 1 DGC 230 ◎ ◎ 〇

基礎ゼミナールⅡ 1 DGC 231 ◎ ◎ 〇
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科
　
目
　
群

授業科目の名称

単位数
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

DP1：自己と他者を尊重する心をもって、積
極的に相互理解を図り、平和を創造するため
に共に歩むことができること

DP2：高度な英語運用能力
とコミュニケーション能力
を身につけていること

DP3：幅広い教養に育まれた論理的思
考と批判的精神を駆使し、グローバル
化する社会の課題に向き合えること

DP4：地域社会と国際社会の課題を深
く理解し、その一員として主体的に
行動・貢献できること

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

自己受容 共感力
多文化・異文化に関す
る知識の理解、チーム
ワーク・リーダーシップ

英語力 コ ミ ュ ニ ケ ー
ション・スキル

情報リテラシー、
論理的思考力

問題解決力・
生涯学習力、
倫理観

市民としての
社会的責任

主体性、働き
かけ力

統合的な学習経験
と創造的思考力

必
修

選
択

自分自身を大
切にし、あり
のままの自分
を受け入れる
ことができる
こと。

相手に対し自
分との違いを
認め、 その人
らしさを尊重
することがで
きること。

社会の多様性を受け入れ、
自己のアイデンティティ
を持ちながら、様々な背
景を持った人との違いを
乗り越え、ともに働き生き
ていくことができること。

仕事で貢献
し、社会で活
躍するのに十
分な英語力を
身につけてい
ること。

自分の意見を述べな
がらも周りの人と協
働し、信頼関係を築く
ことのできるコミュ
ニケーション力を身
につけていること。

感情に流されない
冷静な考えができ
ること。様々な情報
を取り込みながら
熟考し、自分なりの
判断ができること。

変化の激しい
現代社会の課
題を見極め、
解決に向けて
取り組むこと
ができること。

沖縄と世界のつ
ながりを理解し、
地域社会と地球
社会の抱える課
題をよく知って
いること。

自分の考え
をもって積
極的に社会
や周りの人
に関われる
こと。

これまでに獲得した知
識・技能・態度等を総
合的に活用し、自らが
立てた新たな課題にそ
れらを適用し、その課
題を解決する能力

学
科
総
合
科
目

卒業基礎研究 Ⅰ 2 DGC 390 〇 ◎ 〇

卒業基礎研究 Ⅱ 2 DGC 391 〇 ◎

卒業研究（演習）Ⅰ 2 DGC 490 〇 〇 ◎

卒業研究（演習）Ⅱ 2 DGC 491 〇 〇 ◎

学

科

英

語

専

門

科

目

English Com
m

unication

English Communication Ⅰ 4 EOC 110 ◎ 〇

English Communication Ⅱ 4 EOC 111 ◎ 〇

English Communication Ⅲ 4 EOC 112 ◎ 〇

English Communication Ⅳ 4 EOC 213 ◎ 〇

English Communication Ⅴ 4 EOC 214 ◎ 〇

英
語
講
読
演
習

多読 1 ERE 100 ◎ 〇

Active Reading Ⅰ 2 ERE 110 ◎ 〇

Active Reading Ⅱ 2 ERE 111 ◎ 〇

Active Reading Ⅲ 2 ERE 112 ◎ 〇

Active Reading Ⅳ 2 ERE 213 ◎ 〇

英
文
法
・
英
作
文

Practical Grammar and Writing Ⅰ 2 EWR 110 ◎ 〇

Practical Grammar and Writing Ⅱ 2 EWR 111 ◎ 〇

Practical Grammar and Writing Ⅲ 2 EWR 112 ◎ 〇

Practical Grammar and Writing Ⅳ 2 EWR 113 ◎ 〇

English Composition 2 EWR 201 ◎ 〇
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科
　
目
　
群

授業科目の名称

単位数
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

DP1：自己と他者を尊重する心をもって、積
極的に相互理解を図り、平和を創造するため
に共に歩むことができること

DP2：高度な英語運用能力
とコミュニケーション能力
を身につけていること

DP3：幅広い教養に育まれた論理的思
考と批判的精神を駆使し、グローバル
化する社会の課題に向き合えること

DP4：地域社会と国際社会の課題を深
く理解し、その一員として主体的に
行動・貢献できること

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

自己受容 共感力
多文化・異文化に関す
る知識の理解、チーム
ワーク・リーダーシップ

英語力 コ ミ ュ ニ ケ ー
ション・スキル

情報リテラシー、
論理的思考力

問題解決力・
生涯学習力、
倫理観

市民としての
社会的責任

主体性、働き
かけ力

統合的な学習経験
と創造的思考力

必
修

選
択

自分自身を大
切にし、あり
のままの自分
を受け入れる
ことができる
こと。

相手に対し自
分との違いを
認め、 その人
らしさを尊重
することがで
きること。

社会の多様性を受け入れ、
自己のアイデンティティ
を持ちながら、様々な背
景を持った人との違いを
乗り越え、ともに働き生き
ていくことができること。

仕事で貢献
し、社会で活
躍するのに十
分な英語力を
身につけてい
ること。

自分の意見を述べな
がらも周りの人と協
働し、信頼関係を築く
ことのできるコミュ
ニケーション力を身
につけていること。

感情に流されない
冷静な考えができ
ること。様々な情報
を取り込みながら
熟考し、自分なりの
判断ができること。

変化の激しい
現代社会の課
題を見極め、
解決に向けて
取り組むこと
ができること。

沖縄と世界のつ
ながりを理解し、
地域社会と地球
社会の抱える課
題をよく知って
いること。

自分の考え
をもって積
極的に社会
や周りの人
に関われる
こと。

これまでに獲得した知
識・技能・態度等を総
合的に活用し、自らが
立てた新たな課題にそ
れらを適用し、その課
題を解決する能力

学
　
　
科
　
　
英
　
　
語
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目
　

Advanced Com
m

unication

Accessing Digital Media 2 AOC 222 〇 ◎

Public Speaking 2 AOC 226 ◎ 〇

Discussion & Debate 2 AOC 231 ◎ 〇

Gateway to Advanced English Skills: Listening and Speaking 2 AOC 226 ◎ 〇

Advanced Communication 2 AOC 317 ◎ 〇

Advanced Reading

Active ReadingⅤ 2 ARE 214 ◎ 〇

Current Issues in English 2 ARE 220 ◎ 〇

Current Issues Online 2 ARE 227 ◎ 〇

英語資格検定演習 2 ARE 215 ◎ 〇

A
dvanced W

riting

高等英文法 2 AWR 214 ◎ 〇

Gateway to Advanced English Skills: Writing and Reading AWR 310 ◎ 〇

Investigative Reporting 2 AWR 320 〇 ◎

Advanced Writing 2 AWR 322 ◎ 〇

Podcasting and Production 2 AWR 376 〇 ◎

Visual Rhetoric 2 AWR 375 〇 ◎
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科
　
目
　
群

授業科目の名称

単位数
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

DP1：自己と他者を尊重する心をもって、積
極的に相互理解を図り、平和を創造するため
に共に歩むことができること

DP2：高度な英語運用能力
とコミュニケーション能力
を身につけていること

DP3：幅広い教養に育まれた論理的思
考と批判的精神を駆使し、グローバル
化する社会の課題に向き合えること

DP4：地域社会と国際社会の課題を深
く理解し、その一員として主体的に
行動・貢献できること

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

自己受容 共感力
多文化・異文化に関す
る知識の理解、チーム
ワーク・リーダーシップ

英語力 コ ミ ュ ニ ケ ー
ション・スキル

情報リテラシー、
論理的思考力

問題解決力・
生涯学習力、
倫理観

市民としての
社会的責任

主体性、働き
かけ力

統合的な学習経験
と創造的思考力

必
修

選
択

自分自身を大
切にし、あり
のままの自分
を受け入れる
ことができる
こと。

相手に対し自
分との違いを
認め、 その人
らしさを尊重
することがで
きること。

社会の多様性を受け入れ、
自己のアイデンティティ
を持ちながら、様々な背
景を持った人との違いを
乗り越え、ともに働き生き
ていくことができること。

仕事で貢献
し、社会で活
躍するのに十
分な英語力を
身につけてい
ること。

自分の意見を述べな
がらも周りの人と協
働し、信頼関係を築く
ことのできるコミュ
ニケーション力を身
につけていること。

感情に流されない
冷静な考えができ
ること。様々な情報
を取り込みながら
熟考し、自分なりの
判断ができること。

変化の激しい
現代社会の課
題を見極め、
解決に向けて
取り組むこと
ができること。

沖縄と世界のつ
ながりを理解し、
地域社会と地球
社会の抱える課
題をよく知って
いること。

自分の考え
をもって積
極的に社会
や周りの人
に関われる
こと。

これまでに獲得した知
識・技能・態度等を総
合的に活用し、自らが
立てた新たな課題にそ
れらを適用し、その課
題を解決する能力

学
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
基
　
　
礎
　
　
科
　
　
目

英

語

領

域

英語音声学 2 ENG 100 ◎ 〇

英語学概論 Ⅰ 2 ENG 200 ◎ 〇

英語学概論 Ⅱ 2 ENG 201 ◎ 〇

同時通訳 Ⅰ 2 INT 200 ◎ 〇

同時通訳 Ⅱ 2 INT 201 ◎ 〇

英日翻訳技法 2 INT 300 ◎ 〇

Shadowing 2 INT 100 ◎ 〇

沖
縄
・
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
領
域

うちなーぐち講座 Ⅰ 2 OGS 100 〇 ◎

うちなーぐち講座 Ⅱ 2 OGS 209 〇 ◎

シマの視点からみるハワイと沖縄 2 OGS 200 〇 ◎

国際理解教育 2 OGS 201 ◎ 〇

社会言語学 2 OGS 202 ◎ 〇

The Post-American World 2 OGS 321 〇 ◎

British Cultural Studies 2 OGS 331 〇 ◎

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
領
域

コミュニケーション・スタディーズ 2 CMS 100 〇 ◎

異文化コミュニケーション 2 CMS 101 ◎ 〇

表現としてのお笑いとコミュニケーション 2 CMS 103 ◎ 〇
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科
　
目
　
群

授業科目の名称

単位数
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

DP1：自己と他者を尊重する心をもって、積
極的に相互理解を図り、平和を創造するため
に共に歩むことができること

DP2：高度な英語運用能力
とコミュニケーション能力
を身につけていること

DP3：幅広い教養に育まれた論理的思
考と批判的精神を駆使し、グローバル
化する社会の課題に向き合えること

DP4：地域社会と国際社会の課題を深
く理解し、その一員として主体的に
行動・貢献できること

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

自己受容 共感力
多文化・異文化に関す
る知識の理解、チーム
ワーク・リーダーシップ

英語力 コ ミ ュ ニ ケ ー
ション・スキル

情報リテラシー、
論理的思考力

問題解決力・
生涯学習力、
倫理観

市民としての
社会的責任

主体性、働き
かけ力

統合的な学習経験
と創造的思考力

必
修

選
択

自分自身を大
切にし、あり
のままの自分
を受け入れる
ことができる
こと。

相手に対し自
分との違いを
認め、 その人
らしさを尊重
することがで
きること。

社会の多様性を受け入れ、
自己のアイデンティティ
を持ちながら、様々な背
景を持った人との違いを
乗り越え、ともに働き生き
ていくことができること。

仕事で貢献
し、社会で活
躍するのに十
分な英語力を
身につけてい
ること。

自分の意見を述べな
がらも周りの人と協
働し、信頼関係を築く
ことのできるコミュ
ニケーション力を身
につけていること。

感情に流されない
冷静な考えができ
ること。様々な情報
を取り込みながら
熟考し、自分なりの
判断ができること。

変化の激しい
現代社会の課
題を見極め、
解決に向けて
取り組むこと
ができること。

沖縄と世界のつ
ながりを理解し、
地域社会と地球
社会の抱える課
題をよく知って
いること。

自分の考え
をもって積
極的に社会
や周りの人
に関われる
こと。

これまでに獲得した知
識・技能・態度等を総
合的に活用し、自らが
立てた新たな課題にそ
れらを適用し、その課
題を解決する能力

学
科
専
門
基
礎
科
目

キ
ャ
リ
ア
＆
ビ
ジ
ネ
ス
領
域

キャリア・ガイダンス 2 CBA 200 ◎ 〇

マーケティング 2 CBA 300 ◎ 〇

インターンシップ 2 CBA 301 ◎ 〇

協働組合と沖縄・ラオスの地域づくり 2 CBA 302 〇 ◎

プレゼンテーション技法 2 CBA 100 ◎ 〇

学

科

専

門

応

用

科

目

英

語

領

域

教育英文法 2 ENG 300 ◎ 〇

英語教育法 2 ENG 301 ◎ 〇

英文学史 2 ENG 203 ◎ 〇

米文学史 2 ENG 302 ◎ 〇

英国文学作品研究 2 ENG 303 ◎ 〇

米国文学作品研究 2 ENG 304 ◎ 〇

同時通訳実践演習 Ⅰ（Chapel Service） 1 INT 203 ◎ 〇

同時通訳実践演習 Ⅱ（Chapel Service） 1 INT 204 ◎ 〇

映像翻訳 2 INT 301 ◎ 〇

日英翻訳技法 2 INT 302 ◎ 〇

日英翻訳実践テクニック 2 INT 303 ◎ 〇

同時通訳初級（夏期集中講座） 2 INT 250 ◎ 〇

同時通訳上級（夏期集中講座） 2 INT 350 ◎ 〇
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科
　
目
　
群

授業科目の名称

単位数
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

DP1：自己と他者を尊重する心をもって、積
極的に相互理解を図り、平和を創造するため
に共に歩むことができること

DP2：高度な英語運用能力
とコミュニケーション能力
を身につけていること

DP3：幅広い教養に育まれた論理的思
考と批判的精神を駆使し、グローバル
化する社会の課題に向き合えること

DP4：地域社会と国際社会の課題を深
く理解し、その一員として主体的に
行動・貢献できること

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

自己受容 共感力
多文化・異文化に関す
る知識の理解、チーム
ワーク・リーダーシップ

英語力 コ ミ ュ ニ ケ ー
ション・スキル

情報リテラシー、
論理的思考力

問題解決力・
生涯学習力、
倫理観

市民としての
社会的責任

主体性、働き
かけ力

統合的な学習経験
と創造的思考力

必
修

選
択

自分自身を大
切にし、あり
のままの自分
を受け入れる
ことができる
こと。

相手に対し自
分との違いを
認め、 その人
らしさを尊重
することがで
きること。

社会の多様性を受け入れ、
自己のアイデンティティ
を持ちながら、様々な背
景を持った人との違いを
乗り越え、ともに働き生き
ていくことができること。

仕事で貢献
し、社会で活
躍するのに十
分な英語力を
身につけてい
ること。

自分の意見を述べな
がらも周りの人と協
働し、信頼関係を築く
ことのできるコミュ
ニケーション力を身
につけていること。

感情に流されない
冷静な考えができ
ること。様々な情報
を取り込みながら
熟考し、自分なりの
判断ができること。

変化の激しい
現代社会の課
題を見極め、
解決に向けて
取り組むこと
ができること。

沖縄と世界のつ
ながりを理解し、
地域社会と地球
社会の抱える課
題をよく知って
いること。

自分の考え
をもって積
極的に社会
や周りの人
に関われる
こと。

これまでに獲得した知
識・技能・態度等を総
合的に活用し、自らが
立てた新たな課題にそ
れらを適用し、その課
題を解決する能力

学
　
　
科
　
　
専
　
　
門
　
　
応
　
　
用
　
　
科
　
　
目

沖
縄
・
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
領
域

オックスフォード研修 2 OGS 203 〇 ◎

ハワイ研修 2 OGS 205 ◎ 〇

アジアボランティア研修 2 OGS 206 〇 ◎

地域ボランティア実習 2 OGS 208 ◎ 〇

Okinawan Studies 2 OGS 302 〇 ◎

近代沖縄とアイデンティティ 2 OGS 303 〇 ◎

ボランティア演習 2 OGS 208 ◎ 〇

ジェンダーと多文化社会 2 OGS 304 〇 ◎

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
領
域

異文化交渉演習 2 CMS 300 ◎ 〇

Media, Identity, and Power 2 CMS 201 〇 ◎

メディア＆パフォーマンス 2 CMS 202 ◎ 〇

コミュニケーションとしてのパフォーマンス 2 CMS 203 〇 ◎
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履修の手引【学院大学】




